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概要 

SD アソシエーション（SDA）は、物理仕様 SD 5.0 でビデオスピードクラス仕様

を公開しました。SDA はこのビデオスピードクラスを、今後のさまざまな新し

いアプリケーション向けに利用され、進化する市場ニーズに応えることができる

新スピードクラス規格と位置付けています。 

ビデオスピードクラスは、SD 規格対応製品業界には新技術をもたらします。ア

プリケーション開発者の視点から見ると、SD 5.0 は最大 90 メガバイト/秒

（MB/s）という、高い映像録画品質が求められる新世代の映像録画再生アプリ

ケーションを可能にします。 

一方、SD メモリカードメーカーから見た場合、SD 5.0 は最新および将来の

NAND メモリ各種が最適に活用できるように技術的メカニズムが再考されていま

す。  

さらにマーケティングの観点から述べるならば、SD 5.0 は、時代と共に進化し続

ける動画映像とその録画再生アプリケーションにおいて、高解像度化と高画質化

に伴う高い帯域幅要件に SDA が対応することを明示するものです。アプリケー

ションメーカーや機器メーカーは、リアルタイムなデータ記録に必要なデータ転

送速度を明示することで、ユーザはそれに見合う、またはそれ以上の性能を持つ

SD メモリカードを使用することで、必要な画像記録が可能になります。 

 

ビデオスピードクラスの概要 

SD 規格が定める従来のスピードクラス規格にビデオスピードクラスが加わり、

拡張されます（表 1 参照）。ここでは、「スピードクラス規格」という言葉を

「ビデオスピードクラス」「UHS スピードクラス」「スピードクラス」という 3

つの所定プロトコルを含む用語として使用することにします。 

スピードクラス規格の種類には、「スピードクラス」（C2、C4、C6、C10）、

「UHS スピードクラス」（U1、U3）、そして今回加わる「ビデオスピードクラ

ス」（V6、V10、V30、V60、V90）があります。ビデオスピードクラスでは、

従来の 2 つのクラスと同等の映像記録速度のほかに、新たに V60 (60 MB/s)と

V90 (90 MB/s)が加わります。表 1 に記載しているピクトグラフにより、ユーザ

がスピードクラス規格の種類と性能の識別ができるようにしています。 

SDA は、幅広いスピードクラス性能の選択肢を提供することで、固有の特徴や

性能を持つカメラやビデオカメラ、その他の記録デバイスによって決まる幅広い
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アプリケーションの速度要求の対応を可能にしています。また、各デバイスは各

種のビデオスピードクラス性能を実装することで、ユーザは費用対効果の高い製

品を選択できるようなります。確かな記録を行うためにユーザは、デバイスが必

要とするビデオスピートクラス性能と同等またはそれ以上の性能を持つ SD メモ

リカードを使用します。 

 



 

Video Speed Class: A new capture protocol introduced in SD 5.0 
www.sdcard.org | ©2016 SD Association. All rights reserved 

表 1：SDインターフェイスでサポートされるスピードクラス規格とビデオフォーマット 

 

 

NAND技術の進化とビデオスピードクラス 

ビデオスピードクラスは、最新の NAND 技術に対応できるよう考慮されていま

す。従来のスピードクラス規格には、初期の NAND 技術に特化した固定パラメ

ータが含まれているため、最新の NAND 技術に対応したソリューション設計を

行うことが困難でした。 
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各スピードクラス規格は、規格化の度にプロトコルが拡張され、特定の NAND

パラメータに依存しているため、同一のスピードクラス規格を実装しているホス

ト機器とカード間において表示している性能が有効であることを意味します。 

SD メモリカードがビデオスピードクラス規格を満たしても、同等速度のスピー

ドクラス規格や UHS スピードクラス規格は満たさないことがあります。例え

ば、SD メモリカードが、ビデオスピードクラス規格 V30 の要件を満たし、ホス

ト機器が U3 の要件を満たしていても、30MB/s の性能を満たさない場合などで

す。  

高品質化する映像技術にビデオスピードクラスが対応 

今日の動画映像は、解像度、コーデックの種類、圧縮率、フレームレートなどの

パラメータにより様々なプロファイルがあるため、どの程度の記録性能が必要か

は、アプリケーションに大きく依存しています。そのため、単純なガイドライン

で示すことが難しくなっていますが、代表的なビデオ解像度について、適切と考

えられるスピードクラス性能を図 1 に示します。 

ビデオスピードクラスは、標準(SD)画質から８Ｋ画質まで幅広い録画をサポート

することができます。 

図 1：解像度、フレームレート、SDスピードクラス規格… 
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映像機器は、実装しているアプリケーションのビデオプロファイルが必要とする

ビデオスピードクラス性能を取扱説明書などにピクトグラフで表示します。 

アプリケーションが規定する録画再生速度に合ったＳＤメモリカードが必要で

す。ビデオプロファイルの種類によって必要なビデオスピートクラスが異なりま

すので、例えばユーザは、希望するビデオプロファイル(解像度や映像品質)を選

択し、必要とするビデオスピートクラス性能は、映像機器の取扱説明書に記載さ

れているピクトグラフから知ることができます。そしてそのピクトグラフの性能

以上のビデオスピートクラスピクトグラフが表示されているＳＤメモリカードを

使用することで選択したビデオプロファイルの記録が可能となります。映像機器

に記載されるピクトグラフと同じピクトグラフがあるＳＤメモリカードを使用す

ることで費用対効果を高くすることができます。 

 

ビデオスピードクラスの特徴 

ビデオスピードクラスの主要な特徴は以下となります。 

1. 次世代 NAND メモリの消去ブロック対応  

2. メモリ使用率の向上 

3. ビデオ録画中の複数ファイル作成 

 

次世代 NANDメモリの消去ブロック対応 

NAND メモリは、物理的な消去ブロック単位に、消去および連続書き込みが管理

されます。消去ブロックサイズは、一般的には数メガバイトの大きさです。TLC 

NAND や 3D NAND が登場したことで、消去ブロックのサイズはスピードクラス

が規格化された当時のように 2 の累乗とは限らなくなりました。 

ビデオスピートクラスをサポートするＳＤメモリカードでは、消去ブロックに対

応した「ＡＵサイズ」と呼ばれる特定領域を単位として連続書き込みを管理しま

す。ビデオスピートクラスでは、8 MB から 512 MB までの 37 種類のＡＵサイ

ズが選択可能であるため、TLC NAND や 3D NAND の消去ブロックサイズにも対

応することができます。また、ＡＵ領域の連続書き込みを複数の消去ブロックへ

の同時書きみとして制御することで、書き込みの高速化が可能です。  
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メモリ使用率の向上 

従来のスピートクラスやＵＨＳスピートクラスでは、記録が終了するとＡＵ領域

に未使用領域が残っていても、そこは次のビデオ記録に使用することができず、

メモリの使用率が悪くなる原因となっていました。ビデオスピードクラスでは、

次のビデオ記録を、その未使用領域から記録できるようにする機能を持つこと

で、メモリ使用率を大幅に向上させることが可能になりました。 

 

ビデオ録画中の複数ファイル作成 

ビデオ記録には、複数番組の同時録画や、ビデオデータの付属情報の保存が必要

な場合や、ビデオデータのひとコマを写真として保存したい場合など、録画中に

別なファイルを作成したい場合があります。従来のスピートクラスやＵＨＳスピ

ートクラスでは、ビデオ記録中は、ひとつのファイルしか管理できませんでした

が、ビデオスピードクラスでは、少なくとも８つのファイルを同時に管理するこ

とが可能になりました。これにより、アプリケーションはビデオ記録中であって

も効率よくファイルの作成・管理をすることができます。 

 

まとめ 

ビデオスピードクラスは SD 5.0 の最新推奨規格で以下のような利点がありま

す。  

 SD メモリカードで次世代 NAND メモリの使用を可能にします。 

 ホスト機器／アプリケーションにリアルタイム記録のための新たな標準プ

ロトコルを提供し、高画質を含む各種ビデオプロファイルの対応と効率的

な書き込みを可能にします。 

ユーザの皆様には、ビデオスピードクラス規格に準拠した SD ホスト機器、SD

メモリカードを使用して頂くことで、次世代の高画質映像記録／再生をご堪能い

ただけるものと思います。 


